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１

は
じ
め
に
　
「　
病
気
の
老
人
が
旅
を
し
て
い
て
、
四
人
の
若
い
奴
ら
に
お
そ
わ
れ
、
身
ぐ
る
み
剥
が
さ
れ
た
。
―
―
老
人
は
す
っ
か
り
し
お
れ
て
歩
み
つ
づ
け
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
次
の
街
角
ま
で
き
て
、
ふ
と
見
る
と
驚
い
た
こ
と
に
、
例
の
追
剥
ぎ
の
う
ち
三
人
が
折
し
も
他
の
ひ
と
り
に
お
そ
い
か
か
っ
て
、
盗
品
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
争
っ
て
い
る
う
ち
に
、
だ
が
肝
心
の
盗
品
が
往
来
に
落
っ
こ
ち
て
し
ま
っ
た
。
し
め
た
と
喜
ん
だ
老
人
は
そ
れ
を
拾
っ
て
、
急
い
で
そ
の
場
を
立
ち
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去
っ
た
。
し
か
し
次
の
町
で
、
老
人
は
捕
ら
え
ら
れ
て
、
法
廷
に
引
き
出
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
先
刻
の
四
人
の
若
者
ど
も
が
立
っ
て
い
て
、
今
度
は
ま
た
口
を
そ
ろ
え
て
、
老
人
の
罪
を
訴
え
た
。
と
こ
ろ
が
裁
判
官
は
次
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。
　
老
人
は
そ
の
と
っ
て
お
き
の
品
を
若
者
た
ち
に
返
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。『
そ
の
理
由
は
』
と
、
賢
明
で
正
し
い
裁
判
官
は
申
し
渡
し
た
、『
さ
も
な
い
と
、
そ
こ
に
い
る
四
名
の
者
は
、
国
内
で
不
穏
事
を
仕
出
か
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る 
』 」
（
１
）
　
こ
れ
は
、
小
説
家
ブ
レ
ヒ
ト
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
時
代
に
書
い
た
「
バ
ル
カ
ン
戦
争
」
と
い
う
小
品
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
の
バ
ル
カ
ン
戦
争
と
は
、
バ
ル
カ
ン
同
盟
（
セ
ル
ビ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
）
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
間
の
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
（
一
九
一
二
年
一
〇
月
―
一
九
一
三
年
五
月
）
と
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
セ
ル
ビ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
途
中
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
も
加
わ
り
五
ヶ
国
と
戦
っ
た
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
（
一
九
一
三
年
六
月
―
一
九
一
三
年
八
月
）
の
二
つ
の
戦
争
を
指
す
。
作
品
中
の
「
老
人
」
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
、「
四
人
の
若
者
」
は
バ
ル
カ
ン
同
盟
諸
国
で
あ
る
。
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
敗
北
に
お
わ
り
、
一
九
一
三
年
五
月
に
ロ
ン
ド
ン
仮
講
和
条
約
が
成
立
し
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
こ
の
条
約
で
バ
ル
カ
ン
半
島
に
あ
る
領
土
の
う
ち
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
が
あ
る
東
部
の
ト
ラ
キ
ア
地
方
を
除
く
す
べ
て
を
喪
失
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ル
カ
ン
同
盟
で
は
、
割
譲
さ
れ
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
地
方
を
め
ぐ
り
内
部
対
立
が
起
こ
り
、
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
が
勃
発
す
る
。
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
敗
北
に
終
わ
り
、
こ
の
戦
争
で
勝
利
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
旧
領
の
一
部
を
奪
回
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
ブ
レ
ヒ
ト
の
作
品
で
注
目
す
べ
き
は
、「
法
廷
」、「
裁
判
官
」、「
国
内
」
の
三
語
で
あ
る
。「
裁
判
官
」
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
〔
以
下
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
墺
）〕、
イ
ギ
リ
ス
（
英
）、
フ
ラ
ン
ス
（
仏
）、
ド
イ
ツ
（
独
）、
イ
タ
リ
ア
（
伊
）、
ロ
シ
ア
（
露
）
の
六
ヶ
国
を
意
味
す
る
。
こ
の
六
ヶ
国
は
「
大
国
（G
reat
P
ow
er
）」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
当
時
、
諸
大
国
は
「
国
内
」、
す
な
わ
ち
第20巻３・４号―― 64
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
安
寧
秩
序
に
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
諸
大
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
危
険
を
も
た
ら
す
恐
れ
の
あ
る
問
題
に
対
し
て
、「
法
廷
」
で
協
議
を
お
こ
な
い
、
統
一
見
解
を
作
成
し
、
当
事
国
に
命
令
を
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
「
法
廷
」
は
、
国
際
政
治
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
（C
oncert
of
E
urope
）」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
国
際
政
治
学
や
外
交
史
研
究
に
お
い
て
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
」
は
様
々
な
定
義
が
な
さ
れ
て
き
た
。
古
典
的
現
実
主
義
に
属
す
る
Ｈ
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
は
「
協
調
行
動
に
よ
っ
て
そ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の
す
べ
て
の
脅
威
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
、
列
強
間
の
協
議
に
よ
る
外
交
」
と
考
え
、
英
国
学
派
の
Ｈ
・
ブ
ル
は
「
大
国
に
よ
る
共
同
管
理
」
と
考
え
た
。
ま
た
、
外
交
史
で
は
、
ド
イ
ツ
の
Ｗ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
が
「
国
際
的
危
機
の
仲
裁
も
し
く
は
戦
い
の
た
め
の
、
そ
し
て
戦
争
終
結
も
し
く
は
防
止
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
よ
る
協
議
と
協
力
の
方
法
」
と
定
義
し
て
い 
る 
。
（
２
）
　
『
第
一
次
大
戦
の
起
原
』
の
著
者
Ｊ
・
ジ
ョ
ル
は
、
バ
ル
カ
ン
戦
争
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
が
機
能
し
た
最
後
の
機
会
と
主
張
す 
る 
。
た
（
３
）
し
か
に
、
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
が
終
了
し
た
翌
年
の
一
九
一
四
年
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
メ
ン
バ
ー
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
作
品
で
言
う
「
裁
判
官
」
自
ら
が
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
「
不
穏
事
」
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
バ
ル
カ
ン
戦
争
が
勃
発
し
た
一
九
一
二
年
は
、
す
で
に
六
大
国
は
、
三
国
同
盟
と
三
国
協
商
と
い
う
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
い
た
。
で
は
、
な
ぜ
バ
ル
カ
ン
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
、
六
大
国
は
協
調
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
協
調
に
は
、
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
と
ブ
ロ
ッ
ク
の
関
連
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
２

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
と
バ
ル
カ
ン
半
島
　
〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
〉
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
と
い
う
概
念
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
秩
序
を
話
し
合
う
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
中
か
ら
誕
生
し
た
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こ
の
会
議
に
よ
り
成
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
を
ウ
ィ
ー
ン
体
制
と
い 
う 
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
に
代
表
さ
れ
る
ウ
ィ
ー
ン
（
４
）
会
議
の
参
加
者
に
は
、
革
命
運
動
が
各
国
の
社
会
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
秩
序
も
崩
壊
さ
せ
る
と
い
う
恐
怖
心
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
自
ら
の
役
割
を
そ
の
よ
う
な
革
命
運
動
か
ら
文
明
の
器
官
（organs
of
civilization
）
を
守
る
医
者
と
考
え
、
医
者
と
し
て
の
治
療
法
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
政
府
の
一
般
的
団
結
、
つ
ま
り
協
調
を
結
論
づ
け
た
。
彼
に
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
は
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
朝
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
体
制
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
は
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
維
持
を
目
指
し
た
と
い
う
意
味
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
保
守
主
義
、
反
革
命
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
し
た
と
言
え 
る 
。
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
に
よ
り
成
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
具
体
的
方
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
（
５
）
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
は
、
恒
久
的
組
織
を
持
っ
た
秩
序
だ
っ
た
組
織
で
は
な
く
、
断
続
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
非
公
式
な
制
度
（inform
al
in
stitu
tion
）
で
あ
っ 
た 
。
そ
し
て
、
協
調
の
メ
ン
バ
ー
は
、
あ
く
ま
で
も
ウ
ィ
ー
ン
体
制
下
の
大
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
（
６
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
五
ヶ
国
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
大
国
の
政
治
指
導
者
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
ま
で
の
経
験
か
ら
、
大
国
間
戦
争
の
回
避
を
外
交
政
策
の
命
題
と
し
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
大
国
間
戦
争
と
は
自
己
の
安
全
を
強
化
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
諸
大
国
が
外
交
を
展
開
す
る
際
に
、
他
の
大
国
の
利
害
も
考
慮
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
要
求
と
行
動
を
適
度
な
も
の
に
す
べ
き
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ 
る 
。
（
７
）
　
こ
の
よ
う
に
し
て
登
場
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
は
、
Ｒ
・
エ
ル
ロ
ッ
ド
の
表
現
を
借
り
る
と
、「
慣
例
化
さ
れ
た
規
則
」
が
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
会
議
外
交
（conference
diplom
acy
）
に
よ
る
国
際
危
機
の
適
切
な
取
り
扱
い
で
あ
る
。
第
二
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
領
土
変
更
時
に
お
け
る
、
諸
大
国
の
承
認
の
必
要
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
協
調
に
参
加
す
る
諸
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大
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
小
国
と
異
な
り
、
排
他
的
特
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
メ
ン
バ
ー
、
つ
ま
り
大
国
は
保
護
さ
れ
、
防
衛
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
第
四
に
、
諸
大
国
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
は
、
諸
大
国
が
自
己
の
死
活
的
利
益
に
関
し
て
も
、
ま
た
自
己
の
威
信
や
名
誉
に
関
し
て
も
挑
戦
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す 
る 
。
（
８
）
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
は
、
前
述
の
ジ
ョ
ル
が
指
摘
し
た
よ
う
に
第
一
次
世
界
大
戦
直
前
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
と
言
え 
る 
。
（
９
）
〈
バ
ル
カ
ン
半
島
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
〉
　
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
舞
台
と
な
っ
た
バ
ル
カ
ン
半
島
は
一
四
世
紀
以
来
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
世
紀
前
半
以
降
に
起
こ
っ
た
各
地
で
の
独
立
運
動
の
結
果
、
一
八
三
〇
年
に
ギ
リ
シ
ア
、
一
八
七
八
年
に
は
セ
ル
ビ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
そ
し
て
一
九
〇
八
年
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
独
立
し
た
。
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
の
九
〇
年
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
が
全
面
戦
争
を
防
止
で
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
が
関
係
す
る
地
域
が
時
代
と
と
も
に
拡
大
し
て
い
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
メ
ン
バ
ー
（
＝
大
国
）
間
の
対
立
す
る
利
害
を
調
整
し
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い

。
こ
の
地
域
の
拡
大
に
関
し
て
、
Ｒ
・
ラ
ン
グ
ホ
ー
ン
は
、
一
九
世
紀
を
（
一
）
ク
リ
ミ
ア
戦
争
と
パ
リ
条
約
（
一
八
五
六
年
）、（
二
）
ア
フ
リ
カ
分
割
（
一
八
八
〇
年
代
中
期
）、（
三
）
極
東
危
機
（
一
九
世
紀
末
―
二
〇
世
紀
初
頭
）
と
三
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
諸
大
国
が
、
一
八
五
六
年
以
降
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
領
土
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
東
方
問
題
の
最
も
満
足
の
い
く
解
決
法
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
＝
ト
ル
コ
と
も
い
わ
れ
る
バ
ル
カ
ン
半
島
の
オ
ス
マ
ン
領
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
シ
ス
テ
ム
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
大
国
間
の
戦
争
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
す

。
　
と
は
い
う
も
の
の
、
バ
ル
カ
ン
半
島
が
一
八
七
一
年
以
降
も
依
然
と
し
て
大
国
間
の
対
立
を
惹
起
す
る
可
能
性
を
孕
む
国
際
政
治
上
（　
）
10る
（　
）
11る
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の
ア
リ
ー
ナ
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ロ
シ
ア
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
に
直
に
接
す
る
た
め
に
同
地
の
動
向
に
過
敏
な
ほ
ど
に
反
応
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
文
脈
で
、
バ
ル
カ
ン
戦
争
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
か
ら
み
た
場
合
、
そ
の
特
徴
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
大
国
が
当
事
者
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
バ
ル
カ
ン
戦
争
は
、
ボ
ー
ア
戦
争
、
日
露
戦
争
、
露
土
戦
争
、
伊
土
戦
争
の
よ
う
に
大
国
の
ひ
と
つ
が
「
周
辺
」
諸
国
と
戦
っ
た
も
の
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
発
生
し
た
こ
と
で
あ
る
。
大
国
の
利
害
対
立
は
、
政
治
的
空
白
領
域
を
利
用
す
る
こ
と
で
大
戦
争
に
発
展
す
る
こ
と
を
回
避
し
て
き
た
が
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
領
域
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
遠
方
へ
移
動
し
て
い
き
、
バ
ル
カ
ン
戦
争
勃
発
時
に
は
消
滅
し
て
い
た
の
で
あ

。
　
た
と
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
が
「
大
国
の
覇
権
を
維
持
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
国
際
的
な
決
定
に
も
と
づ
く
そ
の
処
置
が
し
ば
し
ば
公
平
な
正
義
の
原
則
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
で
あ

」
と
の
批
判
が
存
在
し
て
も
、
一
九
一
二
年
当
時
の
五
大
国
（
伊
土
戦
争
終
了
後
は
イ
タ
リ
ア
を
含
め
て
六
大
国
）
は
、
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
回
避
・
局
地
化
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
面
戦
争
の
回
避
を
め
ざ
し
て
、
こ
の
「
非
大
国
」
間
戦
争
に
関
与
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
３

第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
　
〈
戦
争
回
避
の
試
み
〉
　
一
九
〇
八
年
の
青
年
ト
ル
コ
革
命
は
、
オ
ス
マ
ン
政
治
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
立
憲
主
義
を
当
初
主
張
し
て
い
た
青
年
ト
ル
コ
政
権
が
、
一
九
一
〇
年
こ
ろ
か
ら
中
央
集
権
化
と
住
民
の
オ
ス
マ
ン
化
に
政
策
を
転
換
さ
せ
た
こ
と
は
、
バ
ル
カ
ン
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
の
人
々
に
大
き
な
失
望
感
を
も
た
ら
し
た
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
各
地
で
反
乱
を
起
こ
し
、
ま
た
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
は
自
治
を
求
め
反
乱
を
起
こ
し

。
こ
れ
に
乗
じ
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
四
ヶ
国
が
一
九
（　
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一
二
年
に
バ
ル
カ
ン
同
盟
を
締
結
し
た
。
こ
の
同
盟
は
複
数
の
二
国
同
盟
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
心
的
存
在
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
＝
セ
ル
ビ
ア
条
約
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
＝
ギ
リ
シ
ア
条
約
で
あ
っ
た
。
バ
ル
カ
ン
同
盟
成
立
の
要
因
に
は
、
青
年
ト
ル
コ
政
権
の
政
策
転
換
、
一
九
一
一
年
の
伊
土
戦
争
の
勃
発
、
ロ
シ
ア
の
支
援
な
ど
が
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
抗
す
る
た
め
の
同
盟
と
し
て
考
え
て
い
た
も
の
の
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
は
む
し
ろ
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
の
同
胞
民
族
の
救
済
、
言
い
換
え
れ
ば
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
の
奪
取
を
目
指
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
は
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
動
き
を
抑
制
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
の
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ

。
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
が
対
オ
ス
マ
ン
同
盟
を
締
結
し
た
と
い
う
噂
が
一
九
一
二
年
夏
に
は
広
ま
っ
て
い
た
。
バ
ル
カ
ン
半
島
で
の
戦
争
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
平
和
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
諸
大
国
は
、
八
月
か
ら
戦
争
勃
発
の
一
〇
月
初
旬
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
よ
る
戦
争
回
避
を
試
み
た
。
　
ま
ず
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
改
革
実
施
に
関
し
て
、
イ
タ
リ
ア
を
除
く
五
大
国
で
協
議
す
る
こ
と
を
提
案
し

。
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
三
国
協
商
メ
ン
バ
ー
で
意
見
を
統
一
し
た
上
で
返
答
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
追
い
つ
め
る
よ
う
な
計
画
に
は
賛
同
し
か
ね
る
と
の
立
場
を
と
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
降
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

。
　
九
月
に
な
る
と
、
ロ
シ
ア
が
戦
争
回
避
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
た
。
同
国
は
、
バ
ル
カ
ン
同
盟
の
成
立
に
大
き
く
関
与
し
た
国
家
と
い
う
点
か
ら
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
戦
争
で
は
ロ
シ
ア
の
支
援
を
期
待
で
き
な
い
こ
と
を
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
通
告
す
る
こ
と
で
、
戦
争
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
ロ
シ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る
改
革
を
要
求
す
る
共
同
抗
議
（collective
d
m
arche
）
を
諸
大
国
に
提
案
し
た
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
従
来
か
ら
の
主
張
や
八
月
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
案
の
焼
き
直
し
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
以
外
か
ら
は
積
極
的
支
持
を
獲
得
で
き
な
か
っ

。
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　ロ
シ
ア
案
を
た
た
き
台
に
し
て
新
た
な
提
案
を
出
し
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
九
月
二
二
日
、
フ
ラ
ン
ス
は
「
共
同
提
案
（p
rojet
d
'accord
）」
を
協
商
国
の
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
に
提
示
し
た
。
そ
の
内
容
は
、（
一
）
戦
争
回
避
の
た
め
の
バ
ル
カ
ン
四
ヶ
国
に
対
す
る
共
同
抗
議
の
実
施
、（
二
）
戦
争
勃
発
の
際
に
は
戦
争
の
局
地
化
と
終
戦
を
め
ざ
す
諸
大
国
の
努
力
、（
三
）
陸
軍
も
し
く
は
海
軍
に
よ
る
示
威
行
動
が
必
要
な
場
合
の
諸
大
国
間
の
協
議
、（
四
）
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
改
革
実
施
の
要
求
、
の
四
点
で
あ
っ

。
　
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
が
（
三
）
に
つ
い
て
反
対
し
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
は
修
正
案
を
作
成
し
た
。
そ
の
内
容
は
、（
一
）
平
和
を
破
壊
す
る
い
か
な
る
行
為
に
も
諸
大
国
が
非
難
す
る
こ
と
、（
二
）「
バ
ル
カ
ン
」
で
の
領
土
に
関
す
る
現
状
（status
q
u
o
）
の
変
更
に
は
諸
大
国
は
反
対
す
る
こ
と
、（
三
）「
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
諸
民
族
の
利
益
に
お
い
て
、
諸
大
国
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
＝
ト
ル
コ
」
に
お
け
る
改
革
の
実
施
を
引
き
受
け
る
こ
と
、
の
三
点
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
三
国
は
賛
成
し
た
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
は
、（
一
）
と
（
二
）
は
墺
露
代
表
に
よ
っ
て
バ
ル
カ
ン
四
ヶ
国
に
手
交
さ
れ
、（
三
）
は
諸
大
国
の
共
同
抗
議
と
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
手
交
さ
れ
る
べ
き
と
主
張
し
、
反
対
し

。
　
一
〇
月
六
日
に
意
見
の
一
致
を
見
た
五
大
国
は
、
一
〇
月
一
〇
日
、
バ
ル
カ
ン
四
ヶ
国
に
対
し
て
は
墺
露
両
外
交
官
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
し
て
は
五
大
国
の
外
交
官
が
そ
れ
ぞ
れ
共
同
抗
議
を
実
行
し

。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
バ
ル
カ
ン
半
島
で
の
戦
争
は
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
九
月
三
〇
日
に
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
を
除
く
バ
ル
カ
ン
同
盟
三
国
が
、
一
〇
月
一
日
に
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
が
、
そ
し
て
一
〇
月
二
日
に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
そ
れ
ぞ
れ
全
面
動
員
を
お
こ
な
い
、
一
〇
月
八
日
、
つ
い
に
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
宣
戦
布
告
を
し
た
。
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
勃
発
で
あ
る
。
諸
大
国
の
共
同
抗
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
そ
の
直
後
で
あ
り
、
戦
争
を
く
い
止
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
 
（　
）
19た
（　
）
20た
（　
）
21た
第20巻３・４号―― 70
〈
局
地
化
と
終
戦
の
試
み
〉
　
戦
争
が
勃
発
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
諸
大
国
は
も
は
や
戦
争
回
避
の
た
め
の
共
同
行
動
で
は
な
く
、
戦
争
終
結
の
た
め
の
そ
れ
を
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
諸
大
国
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
戦
争
が
諸
大
国
の
仲
裁
に
よ
っ
て
終
結
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
一
八
日
に
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
も
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
宣
戦
布
告
し
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
闘
は
バ
ル
カ
ン
各
地
に
拡
大
し
た
。
　
同
日
、
フ
ラ
ン
ス
が
、
諸
大
国
は
今
後
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
諸
問
題
の
協
議
の
必
要
性
を
共
同
宣
言
の
形
で
お
こ
な
う
べ
き
こ
と
を
提
案
し
、
諸
大
国
は
こ
の
提
案
を
受
諾
し
た
。
そ
の
際
、
フ
ラ
ン
ス
は
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え
、
諸
大
国
へ
の
提
案
に
は
盛
り
込
ま
な
か
っ

。
一
〇
月
二
九
日
、
フ
ラ
ン
ス
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
諸
大
国
が
戦
後
の
領
土
分
割
に
関
心
を
持
た
な
い
と
の
共
通
の
態
度
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
を
だ
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
反
対
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
自
国
が
バ
ル
カ
ン
半
島
に
隣
接
す
る
国
家
と
し
て
関
心
を
ま
さ
に
有
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ

。
フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
提
案
を
三
国
同
盟
諸
国
に
お
こ
な
う
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
が
事
前
に
三
国
協
商
国
の
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
と
協
議
を
行
い
、
三
国
協
商
諸
国
内
で
す
で
に
意
見
の
一
致
を
み
て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
い
た
。
同
盟
外
交
の
影
が
見
え
る
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
方
法
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
反
対
し
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
に
反
対
を
表
明
し

。
パ
リ
駐
在
伊
大
使
に
至
っ
て
は
、
提
案
者
の
仏
首
相
ポ
ワ
ン
カ
レ
に
対
し
て
「
三
国
協
商
を
三
国
同
盟
に
対
置
さ
せ
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
だ
」
と
述
べ

。
　
さ
て
、
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
一
一
月
四
日
か
ら
停
戦
を
求
め
て
諸
大
国
及
び
バ
ル
カ
ン
同
盟
諸
国
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
な
っ

。
最
終
的
に
は
、
諸
大
国
は
一
一
月
一
四
日
に
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
停
戦
を
働
き
か
け
た
が
、
す
で
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
自
身
で
バ
ル
カ
ン
同
盟
側
に
同
様
の
要
請
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
バ
ル
カ
ン
同
盟
側
も
そ
れ
を
受
諾
し
た
の
で
、
停
戦
に
関
す
る
諸
大
国
（　
）
22た
（　
）
23た
（　
）
24た
（　
）
25た
（　
）
26た
71 ――バルカン戦争（一九一二－一三年）とヨーロッパ協調
の
直
接
仲
裁
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
争
当
事
国
間
で
一
二
月
三
日
に
停
戦
が
実
現
し
、
ロ
ン
ド
ン
で
講
和
交
渉
を
お
こ
な
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
〈
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
進
出
問
題
〉
　
こ
の
間
、
セ
ル
ビ
ア
軍
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
ア
ル
バ
ニ
ア
に
進
撃
し
、
一
一
月
一
九
日
に
は
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
港
を
占
領
し
た
。
内
陸
国
セ
ル
ビ
ア
に
と
っ
て
、
今
回
の
軍
事
行
動
の
目
的
の
ひ
と
つ
が
港
の
獲
得
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
諸
大
国
は
様
々
な
反
応
を
し
た
。
ロ
シ
ア
が
こ
の
行
動
に
賛
同
し
た
一
方
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
強
く
反
対
し
た
。
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
意
見
を
支
持
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
セ
ル
ビ
ア
が
ア
ド
リ
ア
海
に
通
商
的
出
口
を
求
め
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
沿
岸
地
帯
の
領
土
獲
得
に
は
難
色
を
示
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
危
惧
し
た
の
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
進
出
問
題
に
よ
り
墺
露
関
係
が
悪
化
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争
が
勃
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
行
動
は
理
解
す
る
も
の
の
、
港
の
領
有
を
承
認
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
諸
大
国
の
協
議
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
　
諸
大
国
は
、
ア
ド
リ
ア
海
問
題
も
含
め
た
戦
争
全
体
の
解
決
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
、
具
体
的
に
は
諸
大
国
代
表
に
よ
る
会
議
に
求
め
た
。
こ
の
動
き
は
、
一
一
月
二
一
日
の
ド
イ
ツ
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
提
案
か
ら
具
体
的
に
始
ま
っ

。
諸
大
国
は
、
会
議
で
取
り
上
げ
る
議
題
を
（
一
）
自
治
国
ア
ル
バ
ニ
ア
の
創
設
、（
二
）
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
、（
三
）
エ
ー
ゲ
海
島
嶼
の
三
点
と
し
、
開
催
地
を
ロ
ン
ド
ン
と
す
る
こ
と
で
一
致
し

。（
二
）
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
ロ
シ
ア
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
意
見
対
立
で
あ
る
。
セ
ル
ビ
ア
に
本
国
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
ま
で
の
土
地
を
与
え
る
こ
と
を
ロ
シ
ア
が
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
そ
の
よ
う
な
土
地
を
一
切
認
め
な
か
っ
た
。（
二
）
が
会
議
の
議
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
意
見
が
通
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
あ
る
外
交
官
は
、
ロ
シ
ア
が
セ
ル
ビ
ア
寄
り
の
主
張
を
取
り
下
げ
た
理
由
に
は
「
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
」
―
古
代
ギ
（　
）
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リ
シ
ア
の
最
高
法
廷
を
意
味
―
の
決
定
、
つ
ま
り
諸
大
国
の
一
致
し
た
決
定
に
セ
ル
ビ
ア
が
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
と
考
え

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
進
出
問
題
は
、
諸
大
国
の
意
向
に
沿
っ
て
解
決
す
る
方
向
性
が
見
え
た
の
で
あ
る
。
〈
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
―
大
ア
ル
バ
ニ
ア
と
小
ア
ル
バ
ニ
ア
〉
　
一
二
月
三
日
、
戦
争
当
事
国
は
ロ
ン
ド
ン
で
の
講
和
交
渉
を
開
始
し
た
。
六
大
国
は
、
彼
ら
に
対
し
て
講
和
内
容
の
大
枠
の
決
定
を
六
大
国
に
委
任
す
る
よ
う
に
要
請
し
、
戦
争
当
事
国
は
こ
れ
を
認
め
た
。
こ
う
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
よ
る
戦
争
解
決
の
試
み
が
ロ
ン
ド
ン
で
始
ま
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
会
議
は
、
司
会
役
の
英
外
相
グ
レ
イ
及
び
独
墺
伊
仏
露
の
駐
在
大
使
の
計
六
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
不
定
期
開
催
と
決
定
事
項
の
原
則
非
公
表
の
二
点
を
基
本
原
則
と
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
一
二
月
一
七
日
の
第
一
回
協
議
で
は
、
二
点
が
決
定
さ
れ
た
。
第
一
に
、
ア
ル
バ
ニ
ア
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
国
境
線
に
関
し
て
は
、
北
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
南
は
ギ
リ
シ
ア
と
接
す
る
こ
と
だ
け
が
決
め
ら
れ
た
。
第
二
に
、
彼
ら
は
、
セ
ル
ビ
ア
に
ア
ド
リ
ア
海
の
港
の
領
有
を
認
め
ず
、
鉄
道
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
権
の
み
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
ど
の
港
を
使
う
の
か
は
未
定
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
鉄
道
も
こ
れ
か
ら
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
グ
レ
イ
は
回
顧
録
の
中
で
「
墺
露
間
の
有
益
で
か
つ
辛
抱
強
い
仲
介
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
協
調
の
維
持
を
努
力
し
よ
う
と
し
た
」
と
当
時
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
両
国
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
の
国
境
線
の
大
枠
を
め
ぐ
り
激
し
く
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ

。
そ
の
対
立
は
、
特
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
コ
ソ
ヴ
ォ
を
ア
ル
バ
ニ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
の
ど
ち
ら
に
編
入
す
る
か
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
を
「
生
存
可
能
な
」
状
態
に
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
コ
ソ
ヴ
ォ
の
民
族
構
成
上
の
観
（　
）
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
か
ら
も
、
ア
ル
バ
ニ
ア
領
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
は
、
ア
ド
リ
ア
海
進
出
問
題
で
事
実
上
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
屈
服
し
て
お
り
、
コ
ソ
ヴ
ォ
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
も
は
や
セ
ル
ビ
ア
を
見
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
コ
ソ
ヴ
ォ
を
め
ぐ
る
問
題
が
解
決
を
み
る
の
は
、
北
部
ア
ル
バ
ニ
ア
の
中
心
都
市
ス
ク
タ
リ
を
め
ぐ
る
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
動
き
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
　
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
当
初
か
ら
ス
ク
タ
リ
の
獲
得
を
め
ざ
し
戦
争
を
開
始
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
が
駐
屯
し
て
い
た
ス
ク
タ
リ
を
包
囲
し
続
け
て
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
は
ス
ク
タ
リ
を
ア
ル
バ
ニ
ア
領
に
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
開
催
以
来
、
六
大
国
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
対
し
て
大
使
会
議
の
決
定
の
遵
守
を
共
同
抗
議
の
形
で
何
度
も
要
請
し
て
き
た
も
の
の
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
そ
の
受
諾
を
拒
否
し
続
け
た
。
ま
た
、
六
大
国
内
の
意
見
の
調
整
も
困
難
を
極
め
た
。
ロ
シ
ア
が
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
を
説
得
す
る
た
め
に
は
都
市
ス
ク
タ
リ
以
外
の
、
つ
ま
り
ス
ク
タ
リ
周
辺
の
地
域
を
与
え
る
べ
き
と
主
張
し
た
一
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
都
市
ス
ク
タ
リ
と
そ
の
周
辺
の
地
域
の
一
体
性
を
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
問
題
の
解
決
を
よ
り
困
難
に
し
た
の
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
両
国
が
コ
ソ
ヴ
ォ
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
　
一
九
一
三
年
二
月
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
は
事
態
の
打
開
の
た
め
に
共
同
提
案
を
お
こ
な
っ
た
が
、
事
態
は
進
展
し
な
か
っ

。
そ
の
間
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
軍
に
よ
る
ス
ク
タ
リ
包
囲
は
続
き
、
ス
ク
タ
リ
陥
落
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
自
国
の
バ
ル
カ
ン
政
策
に
お
け
る
ア
ル
バ
ニ
ア
の
位
置
づ
け
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ス
ク
タ
リ
を
ア
ル
バ
ニ
ア
領
に
す
る
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
望
む
「
生
存
可
能
な
」
ア
ル
バ
ニ
ア
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
三
月
二
二
日
、
コ
ソ
ヴ
ォ
問
題
で
ロ
シ
ア
に
妥
協
す
る
こ
と
で
ス
ク
タ
リ
問
題
の
解
決
を
目
指
す
こ
と
に
し
、
コ
ソ
ヴ
ォ
を
セ
ル
ビ
ア
領
と
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
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〈「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
対
小
国
―
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
ス
ク
タ
リ
要
求
問
題
〉
　
三
月
二
六
日
の
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
で
は
、
英
外
相
グ
レ
イ
が
、
共
同
抗
議
の
失
敗
の
場
合
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
沖
で
の
諸
大
国
合
同
の
海
軍
示
威
行
動
も
あ
り
得
る
と
の
発
言
を
し
た
。 
こ
れ
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
賛
成
す
る
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
四
月
三
日
に
英
墺
二
国
に
よ
る
海
軍
示
威
行
動
を
提
案
し
た
。
グ
レ
イ
は
こ
の
提
案
に
対
し
て
、「
直
接
利
害
が
な
い
問
題
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
た
め
に
執
行
者
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
イ
ギ
リ
ス
〔
国
民
〕
は
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
あ
く
ま
で
も
諸
大
国
の
合
同
と
い
う
考
え
に
固
執
し

。
各
国
が
賛
成
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
四
月
一
〇
日
に
ロ
シ
ア
を
除
く
五
大
国
の
海
軍
に
よ
る
海
上
封
鎖
が
実
施
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
の
不
参
加
は
、
当
時
地
中
海
に
海
軍
を
展
開
し
て
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
は
こ
の
海
上
封
鎖
に
は
外
交
的
支
持
を
表
明
し
た
。
合
同
艦
隊
司
令
官
の
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ニ
ー
提
督
は
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
大
国
を
代
表
す
る
合
同
艦
隊
の
名
に
お
い
て
」
で
始
ま
る
文
書
を
渡
し
、
こ
の
行
動
が
あ
く
ま
で
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
決
定
を
履
行
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

。
　
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
メ
ン
バ
ー
が
海
上
封
鎖
を
実
施
し
て
も
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
依
然
と
し
て
ス
ク
タ
リ
包
囲
を
継
続
し
た
。
そ
し
て
四
月
二
二
日
、
ス
ク
タ
リ
が
陥
落
し
た
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
決
定
を
履
行
す
る
可
能
性
が
よ
り
一
層
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
　
陥
落
前
に
墺
外
相
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
は
、
示
威
行
動
失
敗
の
場
合
に
は
部
隊
の
上
陸
し
か
選
択
肢
が
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
際
、
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
英
大
使
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
か
ら
離
脱
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
事
態
が
ゆ
ゆ
し
く
な
る
に
つ
れ
て
、
諸
大
国
が
途
中
で
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
述
べ
、
諸
大
国
と
の
一
体
性
を
重
視
し
て
い

。
と
こ
ろ
が
、
四
月
二
五
日
の
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
で
は
、
上
陸
案
を
め
ぐ
っ
て
諸
大
国
間
の
意
見
は
一
致
せ
ず
、
三
国
同
盟
諸
国
は
賛
成
、
三
国
協
商
諸
国
は
反
対
を
表
明
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
部
隊
の
上
陸
に
よ
る
ス
ク
タ
リ
奪
回
と
い
う
強
制
措
置
し
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
（　
）
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主
張
し
、
単
独
行
動
回
避
の
た
め
に
、
あ
く
ま
で
も
墺
伊
も
し
く
は
墺
伊
英
に
よ
る
軍
事
行
動
を
希
望
し
た
。
ま
た
、
英
外
相
グ
レ
イ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
を
実
行
す
る
国
家
の
軍
事
行
動
に
は
反
対
で
き
な
い
」
と
の
見
解
を
持
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
も
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
港
に
限
定
す
る
占
領
な
ら
認
め
る
立
場
を
と
っ
た
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
墺
外
相
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
へ
の
期
待
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
他
方
、
意
見
の
一
致
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
諸
大
国
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
単
独
で
軍
事
行
動
に
着
手
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
。
　
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
ス
ク
タ
リ
占
領
が
既
成
事
実
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
生
存
可
能
な
」
ア
ル
バ
ニ
ア
の
実
現
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
共
通
閣
僚
会
議
は
、
五
月
二
日
、
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
の
決
定
を
履
行
す
る
た
め
、
対
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
戦
争
も
し
く
は
ス
ク
タ
リ
か
ら
の
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
撤
退
を
目
的
と
す
る
イ
タ
リ
ア
と
の
軍
事
協
力
の
模
索
と
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
国
境
地
方
で
の
事
実
上
の
動
員
を
決
定
し
た
。
戦
争
も
辞
さ
な
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
態
度
を
察
知
し
た
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
、
直
ち
に
ス
ク
タ
リ
か
ら
の
撤
退
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
、
戦
争
は
回
避
さ
れ
た
。
な
お
、
ス
ク
タ
リ
は
そ
の
後
海
上
封
鎖
に
参
加
し
た
五
大
国
の
海
軍
陸
戦
隊
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
直
後
ま
で
ア
ル
バ
ニ
ア
の
治
安
維
持
に
一
役
買
う
こ
と
と
な
っ
た
。
〈
も
う
ひ
と
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
試
み
―
ブ
ル
ガ
リ
ア
＝
ル
ー
マ
ニ
ア
国
境
線
問
題
〉
　
な
お
、
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
時
期
に
、
六
大
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
よ
っ
て
「
小
国
」
間
の
対
立
を
解
決
し
た
事
例
と
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
国
境
線
修
正
問
題
が
あ
る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
よ
る
領
土
拡
大
に
よ
っ
て
バ
ル
カ
ン
諸
国
間
の
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
懸
念
し
た
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
敗
北
が
決
定
的
と
な
っ
た
一
九
一
二
年
一
一
月
初
旬
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
対
し
て
、
事
実
上
の
領
土
の
割
譲
を
意
味
す
る
国
境
線
の
修
正
を
要
求
し
て
き
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
こ
の
要
求
を
受
け
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い
れ
る
は
ず
は
な
く
、
両
国
の
関
係
は
緊
張
し
て
い
っ
た
。
六
大
国
の
勧
告
も
あ
り
、
両
国
は
交
渉
し
た
も
の
の
、
解
決
の
糸
口
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
六
大
国
は
、
国
境
線
問
題
に
よ
る
戦
争
突
入
を
防
止
す
る
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
よ
っ
て
問
題
解
決
を
目
指
す
こ
と
を
決
定
し
、
両
国
に
六
大
国
の
仲
裁
を
受
諾
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
両
国
の
受
諾
に
よ
っ
て
、
一
九
一
三
年
三
月
三
一
日
に
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
で
国
境
線
問
題
を
協
議
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
大
使
会
議
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
会
議
の
特
徴
は
、
六
大
国
が
解
決
策
を
め
ぐ
り
当
初
か
ら
三
国
同
盟
側
と
三
国
協
商
側
に
分
裂
し
た
こ
と
で
あ
る
。
三
国
同
盟
側
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
一
部
を
ル
ー
マ
ニ
ア
に
割
譲
す
る
代
償
と
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
エ
ー
ゲ
海
沿
岸
の
一
部
を
与
え
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
三
国
協
商
側
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
の
領
土
的
代
償
を
不
必
要
な
も
の
と
反
論
し
た
。
こ
の
た
め
、
三
国
同
盟
側
が
三
国
協
商
側
に
妥
協
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
大
使
会
議
は
六
大
国
の
一
致
し
た
見
解
を
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
内
容
に
対
し
て
、
国
境
線
問
題
の
当
事
国
で
あ
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
は
と
も
に
満
足
せ
ず
、
双
方
が
不
満
の
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
よ
る
決
定
を
受
諾
し
た
の
で
あ

。
　
　
　
　
　
　
４

第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
　
〈
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
同
盟
内
戦
争
」
回
避
の
試
み
〉
　
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
は
、
バ
ル
カ
ン
同
盟
の
勝
利
に
終
わ
り
、
五
月
下
旬
の
ロ
ン
ド
ン
仮
講
和
条
約
に
よ
っ
て
終
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
バ
ル
カ
ン
半
島
の
領
土
の
う
ち
東
部
の
一
部
を
残
し
て
す
べ
て
喪
失
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
の
決
定
に
よ
っ
て
、
ア
ル
バ
ニ
ア
地
方
の
独
立
と
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
地
方
の
バ
ル
カ
ン
同
盟
へ
の
割
譲
が
決
ま
っ
た
。
諸
大
国
に
よ
る
ア
ル
バ
ニ
ア
建
国
の
決
定
に
よ
っ
て
ア
ド
リ
ア
海
進
出
が
阻
止
さ
れ
セ
ル
ビ
ア
は
、
一
九
一
三
年
五
月
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
対
し
て
二
国
条
約
で
決
め
て
い
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
分
割
の
内
容
に
関
す
る
修
正
協
議
を
申
し
出
た
も
の
の
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
ま
た
、
ギ
リ
シ
（　
）
36る
77 ――バルカン戦争（一九一二－一三年）とヨーロッパ協調
ア
は
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
で
占
領
し
た
領
域
、
特
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
中
心
地
サ
ロ
ニ
キ
を
め
ぐ
っ
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
関
係
が
悪
化
し
て
い
っ
た
。
　
ロ
シ
ア
は
、
バ
ル
カ
ン
同
盟
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
を
活
用
し
よ
う
と
し
た
。
六
月
五
日
の
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
で
、
ロ
シ
ア
大
使
は
、
六
大
国
が
共
同
抗
議
の
形
で
戦
争
当
事
国
に
対
し
て
即
時
動
員
解
除
を
要
請
す
る
こ
と
を
提
案
し

。
そ
れ
と
は
別
に
、
ロ
シ
ア
は
単
独
で
バ
ル
カ
ン
同
盟
の
崩
壊
阻
止
の
た
め
の
行
動
に
も
出
、
六
月
八
日
に
セ
ル
ビ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
対
し
て
、「
ス
ラ
ブ
民
族
の
絆
」
と
い
う
文
言
を
使
っ
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
＝
セ
ル
ビ
ア
条
約
に
従
っ
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
仲
裁
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
、
バ
ル
カ
ン
同
盟
四
ヶ
国
の
首
脳
を
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
招
待
す
る
こ
と
で
内
部
対
立
の
解
消
を
目
指
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
、
当
初
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
残
り
四
大
国
と
同
様
に
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
の
ロ
シ
ア
案
に
賛
成
を
表
明
し
て
い

。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
単
独
行
動
を
知
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
共
同
抗
議
へ
の
参
加
が
あ
た
か
も
ロ
シ
ア
の
単
独
行
動
を
承
認
し
て
い
る
か
の
ご
と
き
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
て
、
六
月
二
〇
日
に
共
同
抗
議
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
の
で
あ

。
　
バ
ル
カ
ン
同
盟
内
の
対
立
は
一
層
激
し
さ
を
増
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
仲
介
工
作
も
失
敗
し
、
つ
い
に
六
月
三
〇
日
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
セ
ル
ビ
ア
及
び
ギ
リ
シ
ア
と
交
戦
状
態
に
入
っ
た
。
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
勃
発
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
争
を
始
め
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
軍
は
た
ち
ま
ち
反
撃
さ
れ
て
、
窮
地
に
陥
る
こ
と
と
な
っ
た
。
〈
機
能
し
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
〉
　
戦
争
勃
発
の
前
後
に
お
い
て
、
諸
大
国
は
、
戦
争
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
か
に
つ
い
て
、
介
入
論
と
不
介
入
論
で
意
見
が
分
か
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
六
月
二
七
日
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
英
仏
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
除
く
五
大
国
が
戦
（　
）
37た
（　
）
38た
（　
）
39る
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争
へ
の
不
介
入
を
宣
言
す
る
こ
と
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
戦
争
へ
の
軍
事
介
入
を
阻
止
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
結
論
づ
け
た
。
英
外
相
グ
レ
イ
は
、
七
月
三
日
の
ド
イ
ツ
大
使
と
の
会
談
に
お
い
て
、
英
独
が
不
介
入
と
い
う
点
で
一
致
で
き
る
こ
と
を
確
証
し

。
　
そ
の
一
方
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
不
介
入
に
難
色
を
示
し
た
。
墺
外
相
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
は
、
六
月
後
半
の
時
点
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
＝
セ
ル
ビ
ア
戦
争
の
場
合
に
は
原
則
と
し
て
戦
争
の
推
移
を
見
守
る
も
の
の
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
短
期
間
で
敗
北
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
助
け
る
た
め
に
武
力
介
入
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

。
こ
の
背
景
に
は
、
墺
首
脳
部
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
セ
ル
ビ
ア
に
対
す
る
「
釣
り
合
い
お
も
り
」
と
し
て
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
領
内
に
ス
ラ
ブ
系
諸
民
族
が
居
住
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
と
っ
て
、
セ
ル
ビ
ア
が
バ
ル
カ
ン
で
勢
力
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
ス
ラ
ブ
系
民
族
が
セ
ル
ビ
ア
国
家
へ
の
シ
ン
パ
シ
ー
を
増
長
さ
せ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
帝
国
の
崩
壊
を
惹
起
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
防
止
で
き
な
い
と
き
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
三
国
同
盟
に
依
拠
し
た
同
盟
政
策
か
、
単
独
行
動
に
よ
っ
て
自
国
の
生
存
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
見
解
に
対
し
て
、
同
盟
国
の
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
攻
撃
を
支
持
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
七
月
三
、
四
日
の
ド
イ
ツ
で
の
独
伊
外
相
会
談
に
お
い
て
、
両
外
相
は
、
た
と
え
セ
ル
ビ
ア
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
対
し
て
大
勝
利
を
収
め
て
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
武
力
介
入
す
る
根
拠
が
な
い
と
結
論
づ
け

。
そ
れ
故
、
独
首
相
ベ
ー
ト
マ
ン
・
ホ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
は
七
月
六
日
に
墺
大
使
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
直
接
介
入
が
避
け
ら
れ
得
る
も
の
と
主
張
し
た
の
で
あ

。
　
七
月
八
日
の
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
で
は
、
英
外
相
グ
レ
イ
が
、
五
大
国
の
大
使
に
対
し
て
、
諸
大
国
が
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
局
地
化
と
同
戦
争
へ
の
不
介
入
を
事
前
に
公
に
宣
言
す
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し

。
そ
の
後
、
独
伊
仏
の
各
大
使
は
不
介
入
支
持
を
表
明
し
が
、
墺
大
使
は
、
自
国
の
行
動
を
拘
束
す
る
よ
う
な
事
前
の
宣
言
に
は
同
意
で
き
な
い
と
述
べ
、
不
介
入
の
宣
言
に
反
対
し

。
　
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
短
期
間
で
大
敗
北
し
た
こ
の
戦
争
に
対
し
て
、
実
際
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
軍
事
介
入
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
は
、
前
述
の
独
伊
の
不
支
持
の
他
に
、
墺
の
同
盟
国
ル
ー
マ
ニ
ア
軍
が
七
月
一
一
日
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
領
内
に
侵
攻
し
た
こ
と
も
挙
げ
ら
（　
）
40た
（　
）
41た
（　
）
42た
（　
）
43る
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）
44た
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45た
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れ
る
。
セ
ル
ビ
ア
と
ギ
リ
シ
ア
に
加
え
て
ル
ー
マ
ニ
ア
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
攻
撃
し
た
こ
と
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
敗
北
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
と
な
っ

。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
戦
っ
て
い
る
セ
ル
ビ
ア
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
も
敵
対
関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
た
。
そ
れ
故
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
軍
事
介
入
を
断
念
し
た
の
で
あ

。
　
ブ
ル
ガ
リ
ア
＝
ル
ー
マ
ニ
ア
戦
争
と
前
後
し
て
、
ロ
シ
ア
は
、
七
月
八
日
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
で
は
な
く
単
独
で
、
旧
バ
ル
カ
ン
同
盟
四
ヶ
国
に
対
し
て
、
即
時
停
戦
と
講
和
の
基
礎
と
な
る
内
容
を
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
で
交
渉
す
べ
き
こ
と
を
呼
び
か
け

。
し
か
し
、
セ
ル
ビ
ア
と
ギ
リ
シ
ア
は
、
ロ
シ
ア
の
外
交
的
介
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
こ
れ
を
拒
否
し
、
ロ
シ
ア
の
仲
介
工
作
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
　
七
月
一
五
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
諸
大
国
が
セ
ル
ビ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
三
ヶ
国
に
対
し
て
領
土
問
題
を
取
り
上
げ
な
い
形
の
敵
対
行
為
の
即
時
中
止
を
勧
告
す
べ
き
こ
と
を
五
大
国
に
提
案
し

。
し
か
し
、
各
国
の
反
応
は
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
主
張
に
一
応
の
賛
成
を
表
明
し
、
両
国
と
も
領
土
問
題
を
扱
わ
な
い
形
の
共
同
抗
議
な
ら
応
じ
る
と
返
答
し
た
。
ロ
シ
ア
は
、
戦
争
当
事
国
だ
け
の
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
提
案
す
る
共
同
抗
議
の
直
接
的
動
機
が
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
こ
の
主
張
を
述
べ
た
露
外
相
サ
ゾ
ノ
フ
に
よ
れ
ば
、
重
要
な
こ
と
は
敵
対
行
為
の
即
時
中
止
で
あ
っ
て
、
バ
ル
カ
ン
の
領
土
変
更
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
敵
対
行
為
の
中
止
要
請
は
す
ぐ
に
領
土
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

。
こ
う
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
は
機
能
し
な
か
っ
た
。
〈
ブ
カ
レ
ス
ト
講
和
会
議
〉
　
七
月
三
〇
日
、
ブ
カ
レ
ス
ト
に
は
セ
ル
ビ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
そ
し
て
ル
ー
マ
ニ
ア
の
各
代
表
が
集
ま
っ
た
。
七
月
一
六
日
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
交
戦
状
態
に
張
っ
て
い
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
ブ
カ
レ
ス
ト
で
の
交
渉
へ
の
参
加
を
希
望
し
た
も
の
の
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
「
同
盟
国
間
で
の
領
土
問
題
の
話
し
合
い
を
排
他
的
に
お
こ
な
う
た
め
」
と
の
理
由
を
つ
け
て
拒
否
し
た
。
（　
）
46た
（　
）
47る
（　
）
48た
（　
）
49た
（　
）
50た
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バ
ル
カ
ン
五
ヶ
国
は
、
翌
三
一
日
か
ら
五
日
間
の
停
戦
を
決
定
し
、
講
和
交
渉
に
入
っ
た
。
八
月
七
日
に
最
終
的
決
着
を
み
た
ブ
カ
レ
ス
ト
講
和
会
議
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
が
全
く
関
与
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
外
交
史
上
の
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
中
ま
で
は
、
ス
ラ
ブ
の
「
後
見
人
」
と
し
て
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
た
ロ
シ
ア
が
、
ブ
カ
レ
ス
ト
講
和
会
議
の
開
催
を
め
ぐ
り
ほ
と
ん
ど
関
与
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
会
議
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
外
交
的
敗
北
で
あ
っ
た
と
も
言
え

。
〈
一
九
一
三
年
一
〇
月
危
機
―
一
九
一
四
年
七
月
危
機
の
序

？
〉
　
二
つ
の
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
結
果
、
セ
ル
ビ
ア
と
ギ
リ
シ
ア
は
そ
の
領
土
を
拡
大
さ
せ
た
。
セ
ル
ビ
ア
の
領
土
拡
大
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
と
っ
て
帝
国
の
存
続
に
と
っ
て
死
活
的
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
エ
ル
ロ
ッ
ド
の
い
う
「
協
調
の
メ
ン
バ
ー
は
保
護
さ
れ
る
べ
し
」
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
規
則
に
牴
触
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
よ
っ
て
建
国
が
決
ま
っ
た
ア
ル
バ
ニ
ア
を
め
ぐ
る
問
題
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
た
。
そ
の
問
題
の
ひ
と
つ
が
、
ア
ル
バ
ニ
ア
領
内
に
駐
留
を
続
け
る
セ
ル
ビ
ア
軍
の
動
向
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
は
、
八
月
一
一
日
に
夏
期
休
暇
の
名
目
で
散
会
し
て
い
た
。
八
月
一
七
日
、
六
大
国
は
、
セ
ル
ビ
ア
に
対
し
て
ア
ル
バ
ニ
ア
か
ら
の
軍
の
撤
退
に
関
す
る
共
同
抗
議
を
お
こ
な
っ

。
し
か
し
、
そ
の
後
も
セ
ル
ビ
ア
軍
が
ア
ル
バ
ニ
ア
領
内
に
駐
留
を
続
け
た
た
め
、
九
月
四
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
諸
大
国
に
対
し
て
、
あ
く
ま
で
も
セ
ル
ビ
ア
軍
の
ア
ル
バ
ニ
ア
全
域
か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
共
同
抗
議
の
必
要
性
を
今
一
度
主
張
し

。
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
求
め
る
ア
ル
バ
ニ
ア
全
域
か
ら
の
撤
退
と
は
異
な
る
訓
令
を
現
地
外
交
官
に
与
え
た
た
め
に
、
六
大
国
が
一
致
し
た
上
で
の
共
同
抗
議
書
の
作
成
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
九
月
一
三
日
、
現
地
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
交
官
は
、
や
む
を
得
ず
単
独
で
セ
ル
ビ
ア
に
ア
ル
バ
ニ
ア
全
域
か
ら
の
撤
退
を
求
め

。
（　
）
51る
（　
）
52幕
（　
）
53た
（　
）
54た
（　
）
55た
81 ――バルカン戦争（一九一二－一三年）とヨーロッパ協調
　事
態
の
進
展
は
そ
の
後
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
も
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ニ
ア
＝
セ
ル
ビ
ア
国
境
付
近
で
は
、
現
地
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
軍
の
武
力
衝
突
が
続
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
セ
ル
ビ
ア
軍
が
ア
ル
バ
ニ
ア
領
内
を
さ
ら
に
進
撃
し
て
い
る
と
の
情
報
も
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
た
び
重
な
る
共
同
抗
議
の
実
施
要
請
も
、
特
に
ロ
シ
ア
が
反
対
し
た
た
め
実
現
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
一
〇
月
一
日
に
現
地
外
交
官
を
通
じ
て
、
セ
ル
ビ
ア
に
再
び
単
独
で
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
の
決
定
の
遵
守
を
口
頭
で
伝
え

。
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
が
ア
ル
バ
ニ
ア
の
安
全
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
バ
ル
カ
ン
政
策
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
熟
慮
の
末
、
一
〇
月
一
八
日
に
セ
ル
ビ
ア
に
対
す
る
最
後
通
牒
を
手
交
し
た
。
そ
の
要
旨
は
、（
一
）
セ
ル
ビ
ア
政
府
が
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
で
決
定
さ
れ
た
ア
ル
バ
ニ
ア
の
国
境
線
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
、（
二
）
セ
ル
ビ
ア
軍
の
ア
ル
バ
ニ
ア
領
内
か
ら
の
八
日
以
内
の
撤
退
、（
三
）
撤
退
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
と
っ
て
要
求
実
現
の
た
め
に
適
当
と
判
断
さ
れ
た
手
段
の
実
行
、
の
三
点
で
あ

。（
三
）
の
内
容
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
の
決
定
を
履
行
す
る
た
め
に
は
、
対
セ
ル
ビ
ア
戦
争
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
　
諸
大
国
の
反
応
は
様
々
で
あ
っ
た
。
同
盟
国
ド
イ
ツ
は
、
セ
ル
ビ
ア
と
の
戦
争
を
暗
示
す
る
最
後
通
牒
の
文
面
を
事
前
に
正
式
通
告
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
不
満
を
持
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
全
面
支
援
を
約
束
し
た
。
ま
た
、
同
盟
国
イ
タ
リ
ア
は
こ
の
事
前
協
議
な
し
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
強
硬
な
措
置
に
反
感
を
抱
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
最
後
通
牒
を
手
交
し
た
行
動
そ
れ
自
体
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
を
破
壊
す
る
行
為
に
他
な
ら
な
い
と
批
判
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
事
前
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
行
動
に
つ
い
て
諸
大
国
間
で
協
議
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
不
満
が
出
た
。
セ
ル
ビ
ア
は
、
最
後
通
牒
を
受
け
取
っ
た
後
、
露
仏
か
ら
説
得
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
期
日
内
の
撤
退
を
完
了
さ
せ

。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
セ
ル
ビ
ア
戦
争
の
危
険
性
は
回
避
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
一
〇
月
危
機
」
で
あ
る
。
（　
）
56た
（　
）
57る
（　
）
58た
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お
わ
り
に
　　
一
九
一
二
年
一
〇
月
の
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
勃
発
か
ら
一
九
一
三
年
一
〇
月
の
「
一
〇
月
危
機
」
ま
で
の
諸
大
国
の
紛
争
解
決
の
試
み
を
見
て
き
た
。
特
徴
的
な
こ
と
を
挙
げ
れ
ば
、
第
一
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
が
最
も
成
功
し
た
時
期
が
、
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
進
出
問
題
の
解
決
か
ら
、
ス
ク
タ
リ
陥
落
直
前
ま
で
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に
関
連
し
て
無
視
で
き
な
い
点
は
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
が
ス
ク
タ
リ
放
棄
を
決
意
し
た
最
大
の
要
因
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
単
独
軍
事
行
動
の
脅
し
だ
っ
た
こ
と
で
あ

。
そ
れ
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
履
行
に
お
け
る
限
界
を
示
唆
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
終
了
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
は
事
実
上
機
能
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
　
第
二
に
、
大
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
諸
大
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
よ
り
も
自
国
の
同
盟
関
係
の
方
を
重
視
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
大
使
会
議
で
司
会
役
を
担
当
し
た
英
外
相
グ
レ
イ
が
、
ス
ク
タ
リ
問
題
に
関
し
て
「
ロ
シ
ア
の
意
図
に
反
し
て
行
動
す
る
こ
と
と
、
フ
ラ
ン
ス
と
別
個
に
行
動
す
る
こ
と
」
の
危
険
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
そ
の
現
れ
で
あ

。
ま
た
、
前
述
の
一
九
一
二
年
九
月
の
フ
ラ
ン
ス
が
「
共
同
提
案
（projec
d'accord
）」
を
提
案
し
た
と
き
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
同
盟
関
係
の
方
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
第
三
に
、
三
国
同
盟
と
三
国
協
商
と
い
う
個
々
の
同
盟
内
の
主
導
権
争
い
も
し
く
は
国
家
間
関
係
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
が
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
示
し
た
態
度
、
つ
ま
り
軍
事
介
入
の
不
支
持
と
い
う
態
度
は
、
必
ず
し
も
同
盟
が
あ
て
に
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
第
四
に
、
大
国
と
小
国
の
関
係
で
あ
る
。
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
勃
発
は
、
ロ
シ
ア
が
バ
ル
カ
ン
同
盟
、
特
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
の
動
き
を
制
御
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
し

。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
交
が
、
バ
ル
カ
ン
の
唯
一
の
同
盟
国
ル
ー
マ
ニ
ア
の
（　
）
59る
（　
）
60る
（　
）
61た
83 ――バルカン戦争（一九一二－一三年）とヨーロッパ協調
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、
大
国
と
小
国
の
力
関
係
が
逆
転
し
た
状
態
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
第
五
に
、
バ
ル
カ
ン
戦
争
及
び
「
一
〇
月
危
機
」
が
、
大
国
の
死
活
的
利
益
や
威
信
に
直
接
影
響
を
与
え
る
出
来
事
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
エ
ル
ロ
ッ
ド
の
指
摘
し
た
「
大
国
の
保
護
」
と
「
大
国
の
自
尊
心
の
尊
重
」
が
こ
こ
で
再
び
意
味
を
持
つ
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
感
覚
は
、
こ
の
時
期
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
大
国
と
し
て
保
護
さ
れ
な
く
な
り
、
か
つ
自
尊
心
ま
で
も
傷
つ
け
ら
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
傷
つ
け
た
張
本
人
は
小
国
セ
ル
ビ
ア
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
で
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
を
あ
て
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」、
そ
し
て
「
単
独
行
動
は
結
果
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
危
険
な
結
論
が
台
頭
し
て
い
っ
た
の
で
あ

。
　
Ｐ
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
、
当
時
の
三
国
協
商
諸
国
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
利
益
、
権
利
、
影
響
圏
、
威
厳
が
考
慮
さ
れ
る
「
大
国
」
と
扱
わ
な
か
っ
た
、
と
指
摘
す

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
で
は
、
あ
る
国
家
が
秩
序
維
持
に
重
要
な
負
担
を
担
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
支
援
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
国
協
商
に
見
放
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
幻
滅
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
こ
う
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。
（
１
） 
岩
淵
達
治
・
長
谷
川
四
郎
編
『
ブ
レ
ヒ
ト
の
小
説　
新
装
新
版
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
頁
。
（
２
） 
ハ
ン
ス
・
Ｊ
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
（
現
代
平
和
研
究
会
訳
）『
国
際
政
治
』（
福
村
出
版
、
一
九
八
六
年
）
二
三
三
頁
。
ヘ
ド
リ
ー
・
ブ
ル
（
臼
杵
英
一
訳
）『
国
際
社
会
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
七
二
頁
。W
in
fried
B
au
m
g
art, V
om
E
u
rop
isch
en
K
on
zert
zu
m
V
lk
erb
u
n
d
,
(D
arm
stadt:W
issenschaftliche
B
uchgesellschaft,1987),S.1.
（
３
） 
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
ル
（
池
田
清
訳
）『
第
一
次
大
戦
の
起
原
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
七
年
）
八
三
頁
。
（
４
） 
ウ
ィ
ー
ン
会
議
及
び
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
多
く
の
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
も
の
を
参
照
し
た
。
高
坂
正
堯
『
古
典
外
交
の
成
熟
と
崩
壊
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
三
年
）。
Ｇ
・
ジ
ョ
ン
・
ア
イ
ケ
ン
ベ
リ
ー
（
鈴
木
康
雄
訳
）
（　
）
62る
（　
）
63る
（　
）
64い
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『
ア
フ
タ
ー
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
第
四
章
。
（
５
） 
C
arsten
H
olb
raad
, T
h
e
C
on
cert
of
E
u
rop
e:
A
S
tu
d
y
in
G
erm
an
an
d
B
ritish
In
tern
ation
al
T
h
eory
1815-1914,
(L
ondon:L
ongm
an,1970),pp.8,29-33.R
ichard
B
.E
lrod,"T
he
C
oncert
of
E
urope:A
F
resh
L
ook
at
an
InternationalSystem
",
in: W
orld
P
olitics,
vol.28
no.2
(Jan.1976),p.171.
（
６
） 
H
olbraad, T
h
e
C
on
cert
of
E
u
rop
e,
p.2.
（
７
） 
E
lrod
,"T
h
e
C
on
cert
of
E
u
rop
e",p
.164.R
ob
ert
Jerv
is,"S
ecu
rity
reg
im
es",in
:S
tep
h
en
D
.K
rasn
er(ed
.), In
tern
ation
al
R
eg
im
es,
(Ithaca
and
L
ondon:C
ornellU
.P
.,1983),pp.179-181.
（
８
） 
E
lrod,"T
he
C
oncert
of
E
urope",pp,164-164.
（
９
） 
た
だ
し
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
誕
生
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
が
い
つ
ま
で
存
在
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
見
解
が
あ
る
。
本
稿
で
は
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
が
、
大
き
く
分
類
す
る
と
、（
一
）
一
八
八
〇
年
代
、（
二
）
一
八
五
六
年
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
、（
三
）
一
九
一
三
年
（
つ
ま
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
前
）
の
三
つ
で
あ
る
。F
ried
rich
K
ie
lin
g
, G
eg
en
d
en
"g
ro
en
K
rieg
"
?
:
E
n
tsp
an
n
u
n
g
in
d
en
in
tern
ation
alen
B
ezieh
u
n
g
en
1911-1914,
(M
nchen
O
ldenbourg,2002),S.150-154.B
aum
gart, V
om
E
u
rop
isch
en
K
on
zert
zu
m
V
lk
erb
u
n
d
,
S.1-18.F
.R
.B
ridge
and
R
oger
B
ullen, T
h
e
G
reat
P
ow
ers
an
d
th
e
E
u
rop
ean
S
tates
S
y
stem
1815-1914,
(L
on
d
on
:L
on
g
m
an
,1982).p
p
.4-14.R
ich
ard
L
an
g
h
orn
e, T
h
e
C
ollap
se
of
th
e
C
on
cert
of
E
u
rop
e,
(L
on
d
on
:
M
acm
illan,1981),p.4.E
lrod,"T
he
C
oncert
of
E
urope",p.173.H
olbraad, T
h
e
C
on
cert
of
E
u
rop
e,
p.2.C
.J.B
artlet, P
eace,
w
ar
an
d
th
e
E
u
rop
ean
P
ow
ers
1814-1914,
(L
ondon:M
acm
illan,1996),p.70.
（　
） 
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
『
国
際
政
治
』
四
七
三
頁
。
10
（　
） 
L
anghorne, T
h
e
C
ollap
se
of
th
e
C
on
cert
of
E
u
rop
e,
p.9f.
11
（　
） 
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
『
国
際
政
治
』
三
七
一
―
三
七
三
頁
。
12
（　
） 
川
田
侃
『
国
際
関
係
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
八
年
）
二
〇
四
頁
。
13
（　
） 
こ
の
時
期
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
以
下
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。
柴
宜
弘
編
『
バ
ル
カ
ン
史
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
14
二
三
二
―
二
三
八
頁
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
カ
ス
テ
ラ
ン
（
山
口
俊
章
訳
）『
バ
ル
カ
ン
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
、
一
九
九
四
年
）
二
三
一
―
二
四
二
頁
。
（　
） 
奥
山
倫
子
「
ロ
シ
ア
の
バ
ル
カ
ン
政
策
（
一
）」『
法
学
論
叢
』（
京
都
大
学
）
第
一
二
七
巻
第
五
号
、
五
四
―
五
九
頁
。
馬
場
優
『
オ
ー
ス
ト
15
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リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
バ
ル
カ
ン
戦
争
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
六
年
）
一
七
四
―
一
七
七
頁
。
（　
） 
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
提
案
は
八
月
一
三
日
の
第
一
回
覚
書
と
八
月
二
九
日
の
第
二
回
覚
書
の
二
種
類
あ
る
。L
u
d
w
ig
B
ittn
er,A
lfred
F
.
16
P
ribram
,H
einrich
Srbik
und
H
ans

bersberger(hrsg.),

sterreich
-U
n
g
arn
s
A
u
ssen
p
olitik
v
on
d
er
B
osn
isch
en
K
riese
1908
b
is
zu
m
K
rieg
sau
sb
ru
ch
1914
（
以
下
、O
U
A
） ,B
de.8,(W
ien:
sterreichischer
B
undesverlag,1930),N
r.3687,3744.  
イ
タ
リ
ア
は
当
時
伊
土
戦
争
継
続
中
で
あ
っ
た
た
め
、
参
加
で
き
な
い
と
い
う
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
般
的
考
え
で
あ
っ
た
。
（　
） 
O
U
A
,
N
r.3756,3776.M
inistre
des
A
ffaires

trang
res, D
ocu
m
en
ts
D
ip
lom
atiq
u
es
F
ran
ais
(1871-1914)
（
以
下D
D
17F
） ,sr.3
(1911-1914),III,(P
aris:Im
prim
erie
N
ationale,1931),no.357.E
rnst
C
hristian
H
elm
reich, T
h
e
D
ip
lom
acy
of
th
e
B
alk
an
W
ars
1912-1913,
(N
ew
Y
ork:R
ussel&
R
ussel,1969),pp.119f.
（　
） 
O
U
A
,
N
r.3812,3813,3816. D
D
F
,
sr.3,III,no.428.A
ndrew
R
ossos, R
u
ssiaan
d
th
e
B
alk
an
s:
In
ter-B
alk
an
riv
alries
an
d
18
R
u
ssian
foreig
n
p
olicy
1908-1914,
(T
oron
to:U
n
iv
ersity
of
T
oron
to
P
ress,1981),p
p
.64-66.H
elm
reich
, T
h
e
D
ip
lom
acy
of
th
e
B
alk
an
W
ars,
pp.120f.
（　
） 
D
D
F
,
sr.3,III,no.451.R
ossos, R
u
ssia
an
d
th
e
B
alk
an
s,
p.67.
19
（　
） 
R
ossos, R
u
ssia
an
d
th
e
B
alk
an
s,
pp.67-73.H
elm
reich, T
h
e
D
ip
lom
acy
of
th
e
B
alk
an
W
ars,
pp.123,127.  
二
つ
の
文
20
書
の
英
訳
は I.E
.G
ueshoff, T
h
e
B
alk
an
L
eag
u
e,
(L
ondon:John
M
urray,1915),p.52.  
に
掲
載
さ
れ
て
あ
る
。
（　
） 
O
U
A
,
N
r.4025,4026. D
D
F
,
sr.3,IV
,no.110.
21
（　
） 
O
U
A
,
N
r.4137.G
.P
.G
ooch
and
H
arald
T
em
perley(eds.), B
ritish
D
ocu
m
en
ts
on
th
e
O
rig
in
s
of
th
e
W
ar
1898-1914
22
（
以
下B
D
） ,vol.9-2,(L
ondon:H
er
B
ritannic
M
ajesty's
O
ffice,1934),no.46.
（　
） 
O
U
A
,
N
r.4216.B
D
,vol.9-2,no.83.John
L
epsius,A
lbert
M
endelssohn
B
artholdy
und
F
riedrich
T
him
m
e(hrsg.), D
ie
G
ro
e
23
P
olitik
d
er
E
u
rop
isch
en
K
ab
in
ette
1871-1914
（
以
下G
P
） ,B
d
e.40,(B
erlin
:D
eu
tsch
e
V
erlag
sg
esellsch
aft
fr
P
olitik
und
G
eschichte,1922-1927),N
r.12310. D
D
F
,
sr.3,IV
,no.297,304.
（　
） 
G
P
,
N
r.12307,12311.  
独
外
相
キ
ダ
ー
レ
ン
は
、
仏
首
相
ポ
ワ
ン
カ
レ
が
あ
た
か
も
三
国
協
商
の
全
権
者
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
の
で
、
24
三
国
同
盟
諸
国
が
一
体
と
な
っ
て
返
答
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
の
見
解
を
ベ
ル
リ
ン
駐
在
墺
大
使
に
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
イ
タ
リ
ア
も
フ
ラ
ン
ス
案
に
反
対
を
表
明
し
た
。see. O
U
A
,
N
r.4221,4270.
第20巻３・４号―― 86
（　
） 
O
U
A
,
N
r.4338.
25
（　
） 
O
U
A
,
N
r.4265,4268,4295.
26
（　
） 
こ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
対
英
接
近
の
方
針
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
ク
ラ
ン
プ
ト
ン
の
著
作
を
見
よ
。R
.J.C
ram
p
ton
, T
h
e
27
H
ollow
D
eten
te:
A
n
g
lo-G
erm
an
R
elation
in
th
e
B
alk
an
s,
1911-1914,
(L
on
d
on
:G
eorg
e
P
rior
P
u
b
lish
ers,1979).see.
Z
ara
Steiner
and
K
eith
N
eilson, B
ritain
an
d
th
e
O
rig
in
s
of
th
e
F
irst
W
orld
W
ar,
Second
E
dition,(L
ondon:P
algrave
M
acm
illan,2003),p.119.
（　
） 
G
P
,
N
r.12502. B
D
,
vol.9-2,no.243,270.  
パ
リ
も
開
催
地
の
候
補
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。Steiner, B
ritain
an
d
th
e
O
rig
in
s
of
th
e
28
F
irst
W
orld
W
ar,
p.119.V
iscount
G
rey
of
F
allodon,K
.G
., T
w
en
ty
-F
iv
e
Y
ears
1892-1916,
vol.1,(N
ew
Y
ork:F
rederick
A
.Stokes
C
om
pany,1925),p.255.
（　
） 
馬
場
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
バ
ル
カ
ン
戦
争
』
八
一
頁
。
ホ
ル
ブ
ラ
ー
ド
に
よ
る
と
、
こ
の
表
現
は
当
時
の
英
語
圏
で
「
ヨ
ー
29
ロ
ッ
パ
協
調
」
を
意
味
し
た
。H
olbraad, T
h
e
C
on
cert
of
E
u
rop
e,
p.5.
（　
） 
G
rey, T
w
en
ty
-fiv
e
Y
ears,
p.263.
30
（　
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
一
八
九
六
年
に
作
成
し
た
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
コ
ソ
ヴ
ォ
の
多
数
派
を
ア
ル
バ
ニ
ア
人
と
考
え
て
い
た
。
31
H
aus-,H
of-,und
Staatsarchiv
W
ien,N
achla
Szp
ry,K
arton
4,M
em
oire
ber
A
lbanien.
（　
） 
G
P
,
N
r.12799.  
こ
れ
も
こ
の
時
期
の
英
独
デ
タ
ン
ト
の
ひ
と
つ
の
象
徴
で
あ
る
。
32
（　
） 
O
U
A
,
N
r.6314,6346,6347,6384. G
P
,
N
r.13021,12058. B
D
,
vol.9-2,no.762,766,802.
33
（　
） 
H
aus-,H
of-,und
Staatsarchiv
W
ien,P
olitische
A
rchiv
X
II,K
arton
427.,K
.u.k.K
riegsm
inisterium
,M
arinesektion,O
.K
./M
.
34
S.N
r.1786,W
ien,14.4.1913.
（　
） 
B
D
,
vol.9-2,no.812.
35
（　
） 
こ
の
国
境
線
修
正
問
題
に
関
し
て
は
、
馬
場
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
バ
ル
カ
ン
戦
争
』
を
見
よ
。
36
（　
） 
O
U
A
,
N
r.7282.
37
（　
） 
O
U
A
,
N
r.7369.
38
（　
） 
O
U
A
,
N
r.7368,7430.
39
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（　
） 
B
D
,
vol.9-2,no.1090,1108.
40
（　
） 
C
onrad
von
H
tzendorff, A
u
s
M
ein
er
D
ien
stzeit
1906-1918,
B
d.3,(W
ien:R
ikola
V
erlag,1922),S.353f.
41
（　
） 
F
ritz
F
ischer, K
rieg
d
er
Illu
sion
,
(D
sseldorf:D
roste
V
erlag,1987),S.304.G
P
,N
r.13493.
42
（　
） 
O
U
A
,
N
r.7646.
43
（　
） 
O
U
A
,
N
r.7690
44
（　
） 
O
U
A
,
N
r.7699,7703,
45
（　
） 
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
に
お
い
て
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
一
個
師
団
（
三
個
旅
団
か
ら
構
成
）
約
一
万
二
〇
〇
〇
人
を
セ
ル
ビ
ア
第
一
軍
と
第
46
三
軍
の
一
部
と
し
て
参
加
さ
せ
た
が
、
彼
ら
は
実
際
に
は
戦
略
的
予
備
部
隊
的
な
位
置
づ
け
し
か
な
か
っ
た
。R
ichard
C
.H
all, T
h
e
B
alk
an
W
ars
1912-1913,
(L
ondon:R
outledge,2000),p.109.
（　
） 
詳
し
く
は
、
馬
場
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
バ
ル
カ
ン
戦
争
』
二
二
二
―
二
二
九
頁
を
見
よ
。
47
（　
） 
H
elm
reich, T
h
e
D
ip
lom
acy
of
th
e
B
alk
an
W
ars,
p.381. B
D
,
vol.9-2,no.1131.
48
（　
） 
O
U
A
,
N
r.7772.
49
（　
） 
O
U
A
,
N
r.7790,7792,7798.B
D
,vol.9-2,no.1157. 　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
セ
ル
ビ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
み
を
共
同
抗
議
の
対
象
50
に
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
を
除
外
し
た
の
は
、
墺
外
相
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
が
ル
ー
マ
ニ
ア
軍
の
進
軍
中
止
を
要
請
す
る
の
は
、
ロ
シ
ア
の
方
が
良
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
な
お
七
月
一
七
日
に
は
、
ロ
シ
ア
が
フ
ラ
ン
ス
と
共
同
し
て
ル
ー
マ
ニ
ア
の
説
得
に
あ
た
っ
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
現
時
点
で
の
軍
事
的
成
果
が
乏
し
い
こ
と
、
そ
し
て
バ
ル
カ
ン
諸
国
が
一
堂
に
集
ま
る
会
議
の
日
時
と
場
所
が
正
式
に
は
未
決
定
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
進
軍
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
返
答
し
た
。O
U
A
,
N
r.7799,7800.
（　
） 
R
ossos, R
u
ssia
an
d
th
e
B
alk
an
s,
p.197.
「
後
見
人
」
外
交
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
を
見
よ
。
奥
山
倫
子
「
ロ
シ
ア
の
バ
ル
カ
ン
政
策
51
―
『
後
見
人
』
外
交
と
ロ
シ
ア
の
『
国
益
』
―
（
一
）、（
二
）」『
法
学
論
叢
』（
京
都
大
学
）
第
一
二
七
巻
第
五
号
、
第
一
二
九
巻
第
一
号
。
（　
） 
こ
の
よ
う
に
一
〇
月
危
機
を
表
現
す
る
の
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
研
究
者
ガ
ラ
ー
ン
タ
イ
で
あ
る
。Jzsef
G
aln
tai,"A
u
stria-H
u
n
g
ary
52
and
the
W
ar:T
he
O
ctober
1913
C
risis
―P
relude
to
July
1914",in: S
tu
d
ia
H
istorica,
(A
cadem
iae
Scientiarum
H
ungaricae),
vol.162(1980).
（　
） 
O
U
A
,
N
r.8410.
53
第20巻３・４号―― 88
（　
） 
O
U
A
,
N
r.8541.
54
（　
） 
O
U
A
,
N
r.8617,8618.
55
（　
） 
O
U
A
,
N
r.8764,8765,8766.
56
（　
） 
O
U
A
,
N
r.8850.
57
（　
） 
O
U
A
,
N
r.8869,8872,8864,8866,8867,8874,8888. B
D
,
vol.10-1,no.48.
58
（　
） 
B
ridge, T
h
e
G
reat
P
ow
ers
an
d
th
e
E
u
rop
ean
S
tates
S
y
stem
,
p.173.
59
（　
） 
S
tein
er, B
ritain
an
d
th
e
O
rig
in
s
of
th
e
F
irst
W
orld
W
ar,
p
.120. 　
英
外
務
省
高
官
の
ニ
コ
ル
ソ
ン
も
「
英
露
関
係
を
弱
体
60
化
さ
せ
る
政
策
を
イ
ギ
リ
ス
は
お
こ
な
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
同
様
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
。B
D
,
vol.9-2,no.428.
（　
） 
奥
山
「
ロ
シ
ア
の
バ
ル
カ
ン
政
策
（
一
）」
五
九
頁
。
61
（　
） 
B
ridge, T
h
e
G
reat
P
ow
ers
an
d
th
e
E
u
rop
ean
S
tates
S
y
stem
,
p.173.
62
（　
） 
P
aulSchroeder,"T
he
N
ineteeth
C
entury
System
:B
alance
of
P
ow
er
to
P
oliticalE
quilibrium
?",in: S
y
stem
s,
S
tab
ility
,
an
d
63
S
tatecraft:
E
ssay
s
on
th
e
In
tern
ation
al
H
istory
of
M
od
ern
E
u
rop
e,
(N
ew
Y
ork
:P
alg
rav
e
M
acm
illan
,2004),p
.238.
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
駐
在
英
大
使
が
露
外
相
サ
ゾ
ノ
フ
と
の
会
見
の
報
告
書
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
イ
タ
リ
ア
の
こ
と
を
「
ド
イ
ツ
の
二
つ
の
衛
星
国
（G
erm
any's
tw
o
satellites
）」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
は
、
そ
の
一
例
か
も
し
れ
な
い
。B
D
,
vol.9-2,no.1173.
see.Steiner,
B
ritain
an
d
th
e
O
rig
in
s
of
th
e
F
irst
W
orld
W
ar,
p.119.
（　
） 
E
lrod,"T
he
C
oncert
of
E
urope",p.171.
64
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